
                                 令和２年 １１月 １７日 

「くり勉」のすすめ １１月号 
                                                  

                                                     下羽栗小学校 

 

日ごろより、本校の学校教育活動にご理解・ご協力いただきありがとうございます。 

また、「くり勉」の見届けもありがとうございます。前回の通信の配布以降、「くり勉」の提出率が上がりま

した。保護者の皆様のご支援があってのことと、大変感謝いたしております。引き続き「自分に必要な学習

を自分で選べる」子どもたちに育つよう、ご協力をよろしくお願いします。 

 

今回は「くり勉」の内容について、考えていきたいと思います。 

右の図は、７月にとったアンケートの結果です。「くり勉で何をやるかよく 

悩む」と「ときどき悩む」と答えている児童（３年生以上）は、８割に上りました。 

 学校では、授業などで折に触れて紹介をしていますが、なかなか子どもたち 

に伝わっていないという実態が見えてきました。 

そこで、今回「くり勉フローチャート」の作成を試みました。 

フローチャートをたどりながら、「自分は何をやりたいか。どんな力を付けたいか。」を考えて、学習内容を

決めていくものです。少しでも、内容を決定する際の手助けになればと考えています。 

 

そこで、１８日から１週間を「くり勉 Week」とし、全校で「くり勉」に挑戦する期間を設定しました。この期

間は、学校で取り組み内容を決めてから帰宅する予定です。（帰宅してから、内容を変更しても構いませ

ん。）お昼の放送で、「くり勉チャートの使い方」も説明しました。記入方法については、裏面にも載せさせて

いただいておりますので、ぜひ、ご家庭でもご確認ください。 

 

「くり勉応援劇場を真剣にみる子どもたち」 

  

 

 

 

 

 

 

                                        「くり勉応援隊劇場Ⅰの様子」 

 

１２月には、個人懇談があります。懇談のがんばり発表で、子どもたちが「くり勉」のがんばりを発

表したいと言えるように、取り組みの支援をしていきたいと考えています。ご家庭でも、引き続きご

協力をいただければ幸いです。また、分からないことがあれば、担任に遠慮なくご相談するよう、

お子さんにお伝えください。 



 


